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政:方針

l語りと夏者∫情てる村

成 1‐5(

機

二
月
六
日
に
開
会
さ
れ
た
第

一
回
今
帰
仁
村
定
例
議
会
に
お
け
る
、
村

長
の
述
べ
た
村
政
運
営
に
関
す
る
基
本
的
姿
勢
の
提
案
事
項
に
つ
い
て

は
、
広
報
な
き
じ
ん
四
月
号
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
月
号
も
引

き
続
き
、
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

題
が
重
視
さ
れ
、
畜
産
農
家
に
と

り
ま
し
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
家
畜
の
排
泄
物
処
理
に
つ

い
て
は
地
域
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
農
家
が
管

理
基
準
に
従
い
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
、
助
言
を
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
部
の
家
畜
セ
リ
市
も

毎
月
開
催
さ
れ
、
子
牛
共
励
会
、
北

部
地
区
畜
産
共
進
会
等
も
本
村
で

行
わ
れ
、
農
家

の
関
心
も
高
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
肉
用
牛

の
品
質
の
向
上
対
策
を
推
進
し
、

足
腰
の
強
い
畜
産
農
家
の
指
導
体

制
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
に
つ
い
て
は
、

肉
用
牛
計
画
交
配
事
業
を
拡
大
し
、

優
良
雌
牛
の
保
留
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
母
牛
群
の
充
実

を
図
り
優
良
子
牛
の
生
産
、
高
価

格
の
子
牛
を
出
荷
し
農
家
経
営
の

安
定
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
今
後
規
模
拡
大
を
推
進
す

る
た
め
に
は
草
地
開
発
等
の
基
盤

畜
産
に
つ
い
て
は
、
経
営
規
模

の
拡
大
、
経
営
の
合
理
化
及
び
安

定
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、

年
々
飼
養
頭
数
が
増
え
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
そ
の
結
果
が
着
実
に

現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
い

か
に
低
コ
ス
ト
で
い
い
牛
を
生
産

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
特
に
肉
用
牛
は
血

統
に
よ
り
価
格
の
差
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
優
良
品
種
の
導
入
に

つ

い
て
も
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

幸
い
本
村
に
お
い
て
は
、
平
成
元

年
度
か
ら
村
独
自
の
和
牛
改
良
組

合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ア」
の
中

で
肉
用
牛
計
画
交
配
事
業
や
研
修

Ｂ田
聴
会
を
通
し
、
獣
医
師
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
畜
産
農
家
の
技
術
向

．
．

　
　
上
を
図

っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま

す
。

■
Ｅ
Ｅ
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
畜
産
経
営
に
は
、

家
畜
の
排
泄
物
処
理
等
の
環
境
問

整
備
が
必
須
な
た
め
、
高
率
補
助

の
畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業

等
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
林
業
は
、
経
済
林

と
し
て
の
造
林
を
行

っ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
近
年
住
民
の
生

活
意
識
が
物
質
的
豊
か
さ
に
加
え
、

心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な

り
、
森
林
、
林
業
に
対
す
る
認
識
も

変
化
し
造
林
事
業
か
ら
天
然
林
改

良
事
業

へ
移
行
し
、
自
然
保
護
や

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
と
し
て
の
公

益
的
機
能
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
乙
羽
岳
生
活
環
境
保
全
林

を
中
心
に
流
域
森
林
総
合
整
備
事

業
と
し
て
の
天
然
林
育
成
と
環
境

の
整
備
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
キ
ャ
ン
プ
場
バ
ン
ガ
ロ
ー
等
の

利
活
用
を
図

っ
て
い
く
計
画
で
あ

り
ま
す
。

数
年
来
継
続
的
に
実
施
し
て
き

た
松
く
い
虫
防
除
に
つ
き
ま
し
て

は
、
重
点
地
区
を
定
め
て
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

茶
温
松
と
し
て
残

っ
て
い
る
仲
原

馬
場
を
中
心
に
し
て
防
除
を
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

緑
と
水
の
資
源
で
あ
る
森
林
に

つ
い
て
は
、
風
致
林
、
水
源
函
養
、

災
害
の
防
止
、
保
健
休
養
等
、
森
林

の
も
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
図
り
、
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
九
月
の
台
風
十
六
号
に
よ
る
保

安
林
の
倒
木
、
枝
折
れ
に
よ
る
被

害
が
多
大
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

保
安
林
の
樹
種
転
換
を
含
め
て
保

安
林
の
植
林
を
県

へ
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

水
産
業

の
振
興
を
図
る
に
は
、

漁
業
生
産
基
盤
の
整
備
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ア」
れ
ま
で
漁

港
の
整
備
を
は
じ
め
、
荷
捌
所
、
燃

料
補
給
施
設
、
製
氷
施
設
、
ウ
ニ
加

工
場
等
の
整
備
を
実
施
し
、
平
成

十
三
、
十
四
年
度
は
運
天
漁
港
局

部
改
良
事
業
、
並
型
漁
礁
設
置
を

平
成
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
家
の
高
齢

化
が
進
み
、
刺
し
網
、
潜
水
等
の
漁

労
活
動
が
負
担
に
な

っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
漁
業
従
事
者
の
後
継

者
の
育
成
も
大
切
だ
と
考
え
て
い

Ｏ
畜
産
に
つ
い
て

Ｏ
林
業
に
つ
い
て

Ｏ
水
産
業
に
つ
い
て



ま
す
。

県
の
水
産
業
の
振
興
策
と
し
て

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
及
び

「資

源
管
理
型
漁
業
」
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
く
り
育
て
る
漁
業
と

し
て
の
栽
培
漁
業
は
、
ウ

ニ
養
殖

を
今
帰
仁
漁
協
の
特
産
物
と
し
て

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
移
植

と
収
穫
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
こ
こ

数
年
来
、
収
穫
高
が
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

最
近
に
な

っ
て
モ
ズ
ク
が
健
康

食
品
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
需
要
は
あ
ま
り
伸
び
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ウ

ニ
と
同

様
モ
ズ
ク
の
養
殖
に
つ
い
て
も
奨

励
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
加
工
処
理
施
設
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
資

源
は
無
限
で
な
い
と
の
認
識
を
高

め
て
資
源
保
存
を
考
慮
し
な
が
ら

収
穫
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る

共
同
出
荷
を
し
て
お
り
、
流
通
林

制
も
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
今
後

と
も
漁
業
の
推
進
体
制
を
図
る
た

め
、
漁
業
協
同
組
合
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、漁
業
の
推
進
体
制
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
抱
え
る
、
少
子
・高
齢

化
や
環
境
問
題
等
に
国
民
の
関
心

が
高
ま
る
中
で
、
経
済

の
グ

ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
い
、
ウ」
れ
ま
で
に
な

い
転
換
期
を
迎
え
、
社
会

の
変
化

に
対
応
し
た
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

特
に
道
路
関
係
で
は
、
道
路
特

定
財
源
の

一
般
財
源
化
、
特
殊
法

人
改
革
に
お
け
る
道
路
関
係
公
団

の
民
営
化
、
高
速
自
動
車
道
の
整

備
計
画
の
見
直
し
等
、
道
路
行
政

の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ」
の
よ
う

な
中
、
整
備
し
て
き
た
交
付
金
Ａ

が
廃
止
に
な
り
、
村
道
整
備
補
助

が
カ
ツ
ト
さ
れ
村
道
の
整
備
計
画

の
見
直
し
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
村
は
、
復
偏
後
、
村
の
産
業
の

振
興
、
村
民
生
活
の
利
便
性
の
向

上
、
交
通
安
全
の
確
保
及
び
生
活

環
境
の
改
善
を
重
視
し
た
道
路
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

村
道
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事

業
、
交
付
金
事
業
、
村
単
独
の
起
債

事
業
な
ど
で
整
備
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
集
落
道
、
農
道
及
び
集
落
排

水
、
農
業
排
水
に
つ
い
て
は
、
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
中
山
間

事
業
、
集
落
地
域
整
備
事
業
で
継

続
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
村
営
住

宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
需
要
を
見
な
が
ら
建
設
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
村
道
中
央

線
を
国
の
補
助
事
業
で
整
備
し
、

中
央
線
歩
道
舗
装
事
業
は
村
単
独

の
起
債
事
業
と
し
て
引
き
続
き
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
尚
、
古
宇
利
横

田
原
線
に
つ
い
て
は
、
北
部
特
別

振
興
対
策
事
業
で
引
き
続
き
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
集
落
地
域
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
今

年
度
は
、
農
道

二
号
と
兼
次
農
道

を
整
備
致
し
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
県
の
事
業
と
し

て
は
、
古
宇
利
大
橋
建
設
、
県
道
屋

我
地
仲
宗
根
線
、
国
道
五
〇
五
号

線
が
着
々
と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
運
天
港
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
本
年
度
も
引
き
続
き
、本
バ
ー

ス
の
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
に
つ
い
て

は
県
営
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
村
に
は
、
ま
だ
未
整
備
の
道

路
が
相
当
数
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

事
業
獲
得
に
努
力
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
う
え
で
、
水
道
事
業
は
、
年
々

増
大
す
る
水
需
要
に
対
応
し
、
保

健
衛
生
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
本

村
の
産
業
振
興
を
推
進
す
る
上
で

も
重
要
不
可
欠
な
施
策
で
あ
り
ま

す
。平

成
十
四
年
度
に
は
、
天
底
簡

易
水
道
と
仲
宗
根
簡
易
水
道
を
統

合
し
、
天
底
簡
易
水
道
と
し
て
事

業
変
更
認
可
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
合
理
的
な
水
道
経
営
を
行

う
た
め
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
平

成
二
十
年
度
に
か
け
て
、
水
道
施

設
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
十
四
年
度

に
着
工
い
た
し
ま
し
た
水
道
管
敷

設
工
事
の
継
続
と
新
た
に
名
護
運

天
港
線
沿
い
の
渡
喜
仁
区
、
上
運

天
区
、
運
天
区
等

へ
の
配
管
敷
設

工
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
十
六
年
度
は
、
古
宇
利
架
橋

へ
の
配
水
管
添
加
工
事
の
設
計
委

託
業
務
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
水
道
事
業
の
健
全
な

運
営
を
期
す
た
め
、
水
源
の
確
保
、

施
設
の
改
善
・維
持
管
理
に
力
を

注
ぐ
と
と
も
に
、
有
収
率
及
び
水

道
料
金
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

学
校
は
、
幼
児
児
童
生
徒
の
発

達

の
状
況
を
踏
ま
え
て
組
織
的
・

計
画
的
・継
続
的
な
教
育
を
行
い
、

幼
児
児
童
生
徒
の
発
達
を
促
す
と

い
う
特
質
を
も

っ
て
い
ま
す
。
ア」

の
よ
う
な
学
校
教
育
の
特
質
を
念

頭
に
、
系
統
性

の
あ
る
教
育
課
程

を
編
成
し
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程

Ｏ
建
設
事
業
等

に
つ
い
て

Ｏ
水
道
事
業
に
つ
い
て

〇
学
校
教
育

の

充
実

に
つ
い
て
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の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
具
体
的
実
現
に
あ
た

っ
て
は
、

幼
児
児
童
生
徒
が
自
分
の
興
味

・

関
心
の
あ
る
こ
と
に
じ

っ
く
り
取

り
組
め
る
環
境
を

つ
く
り
、
伸
び

伸
び
と
過
ご
せ
る
楽
し
い
学
校
づ

く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
幼
児
児
童
生
徒
相
互
の

好
ま
し
い
人
間
関
係
や
、
幼
児
児

童
生
徒
と
教
師
の
信
頼
あ
る
人
間

関
係
を
確
立
し
、
分
か
り
や
す
い

授
業
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
学
校
教
育
全
体
を
通
し
て
、

幼
児
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
か

け
が
え
の
な
い

一
人
の
人
間
と
し

て
大
切
に
さ
れ
、
存
在
感
と
自
己

実
現
す
る
喜
び
を
味
わ
い
、
豊
か

な
表
現
力
を
培
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
村
に
お
い
て
は

基
礎

・基
本
の
確
実
な
定
着
を
図

り
「生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
重
視
し
、
「知
・徳
・体
」
の
調

和
の
と
れ
た
人
間
の
育
成
を
目
指

し
た
取
り
組
み
の
強
化
を
図

っ
て

ま
い
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
平
成
十
五
年
度
も
、

こ
れ
ま
で
の
学
力
向
上
対
策
事
業

で
あ
る
標
準
学
力
検
査
、
読
書
力

診
断
テ
ス
ト
、
知
能
検
査
を
継
続

実
施
し
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り

の
「基
礎
学
力
」
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
標
に
主
要
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

実
践
を
通
じ
て
運
動
に
親
し
む
資

質
や
能
力
を
育
て
る
。
同
時
に
健

康
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
の

育
成
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営

む
態
度
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
日
の
国
際
化
や
情

報
化
に
対
応
で
き
る
国
際
性
豊
か

な
広
い
視
野
と
情
報
活
用
能
力
に

優
れ
た
人
材

の
育
成
を
目
指
し
、

海
外
青
年
招
致
事
業
を
引
き
続
き

導
入
し
、
学
校
で
の
英
語
指
導
の

強
化
は
も
と
よ
り
、
夏
休
み
の
英

会
話
教
室
に
よ
り
英
語
教
育
、
そ

し
て
異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推

進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
調
べ
学
習
で
の
パ
ソ
コ

ン
利
用
や
技
術
家
庭
の
教
科
の
中

で
情
報
化
教
育
の
推
進
を
図
り
、

情
報
活
用
能
力
の
優
れ
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

尚
、
新
し
い
指
導
要
領
に
基
づ

き
平
成
十
四
年
度
か
ら
完
全
実
施

さ
れ
た
「総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
活
用
や
、
研
究
校
の
指
定
等
を

通
し
て
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
教
育
、
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

村
立
統
合
中
学
校
が
四
月

一
日

よ
り
村
立
今
帰
仁
中
学
校
と
し
て

開
校
し
ま
す
の
で
統
合
の
意
義
に

沿

っ
た
名
実
共
に
す
ば
ら
し
い
学

校
づ
く
り
校
風
づ
く
り
を
推
進
し
、

将
来
、
村
を
背
負

っ
て
い
く
人
材

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
わ
が
国
の
社
会
情
勢
は
、

国
際
化
、
情
報
化
、
科
学
技
術
が
著

し
く
進
展
し
、
一
方
、
社
会
環
境
問

題
や
少
子
、
高
齢
化
に
伴
い
急
激

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
個
人

や
団
体
等
に
よ
る
自
主
的
な
学
習

活
動
が
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
の
学

校
週
休
二
日
制
に
伴
う
自
由
時
間

等
の
増
大
の
背
景
、
ま
た
、
村
民
は

質
、
量
と
も
に
、
よ
り
豊
か
な
学
習

の
機
会
を
求
め
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ア」
う
し
た
中
で
村
民
の

多
様
化
、
高
度
化
し
た
学
習
意
欲

に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
ア」
れ
ま

で
同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
の
開

設
や
社
会
教
育
関
連
事
業
を
展
開

し
、
今
後
と
も
そ
の
充
実
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
も
引
き
続
き
、

公
民
館
講
座
、
星
座
教
室
、
わ
ん
ぱ

く
自
然
探
査
塾
、
家
庭
教
育
学
級
、

青
少
年
の
主
張
大
会
、子
ど
も
会
リ
ー

ダ
ー
研
修
、高
齢
者
学
級
、
婦
人
リ
ー

ダ
ー
研
修
等
の
事
業
に
加
え
て
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
Ｉ

Ｔ
講
座
を
さ
ら
に
取
り
入
れ
、
情

報
活
用
能
力
の
育
成
を
推
進
し
ま

す
。村

民
が
生
涯
に
お
い
て
、
各
時

期
に
お
け
る
人
間
形
成
、
並
び
に
、

学
習
意
欲
に
応
え
る
学
習
活
動

へ

の
積
極
的
な
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

青
少
年
は
、
本
来
、
地
域
社
会
で

多
く
の
大
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

多
く
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
体

験
を
積
み
重
ね
て
、
生
き
る
知
恵

と
社
会
性
を
身
に
つ
け
人
格
を
形

成
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
は
村
民
の
願
い

で
あ
り
、
そ
の
多
様
な
可
能
性
を

十
分
に
伸
ば
す
こ
と
は
学
校
・家
庭
・

地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機

能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

三
者
が
相
互
理
解
を
深
め
、
連
携
・

協
力
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
活

よ
▼
ｙ
‥

ま
た
、
他
人
を
思
い
や
る
心
、
豊

か
な
人
間
性
・社
会
性

の
育
成
を

図
る
た
め
、
各
教
科
、
科
日
、
道
徳
、

特
別
活
動
、
体
験
学
習
、
奉
仕
活
動

等
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通

じ
て
「心
の
教
育
」
も
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
教
育
に
お

い
て
は
、
心
と
林
を

一
体
と
し
て

と
ら
え
、
運
動
や
健
康
・安
全
に
つ

い
て
の
理
解
と
運
動
の
合
理
的
な

羞

Ｏ

社
会
教
育

の
振
興
と

生
涯
学
習

の
推
進

に
つ
い
て

Ｏ
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
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動
に
取
り
組
み
、
現
在
ま
た
は
将

来
に
お
い
て
夢
と
実
行
力
の
あ
る

青
少
年
の
育
成
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
対
応
し
、
自
ら
の
問
題
や
社

会
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
青
少
年
を
育
成
す

る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
圭目
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
厳
し
く
、
非
行
や
問
題

行
動
を
誘
発
し
交
通
事
故
等
も
多

発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ア⊆
の
よ
う

な
状
況
か
ら
青
少
年
を
守
り
、
青

少
年
が
自
ら
安
全
な
行
動
が
で
き

る
能
力
を
養
い
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
村
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協

議
会
・村
学
力
向
上
対
策
委
員
会
・

村
子
供
育
成
連
絡
協
議
会

。
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
組
織
と
連
携
を

深
め
、
深
夜
外
出
・深
夜
徘
徊
防
止
、

交
通
安
全

へ
の
心
が
け
等
の
指
導

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
で
十
四
回
を
迎

え
る
「今
帰
仁
村
ふ
れ
あ
い
少
年

の
翼
」
事
業
に
お
い
て
も
村
内
児

童
の
自
主
性
及
び
自
発
性
を
育
み
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
、
自
然
環
境
や
地

域
文
化
の
異
な
る
地
域
の
子
ど
も

達
と
の
交
流
活
動
や
体
験
活
動
を

通
し
て
、
相
互
理
解
と
友
情
を
深

め
る
と
と
も
に
雪
国
及
び
、
東
京

で
視
野
や
見
聞
を
広
め
る
こ
と
は

意
義
深
い
も
の
で
す
。
酒
田
市
少

年
の
翼
の
受
け
入
れ
事
業
を
あ
わ

せ
、
今
後
と
も
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
村
の
特
色
あ
る
自
然
、
歴
史
、

文
化
は
村
民
共
有
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
理
解
と
知
識
を

深
め
、
そ
の
価
値
を
再
認
識
し
て

い
く
た
め
、
文
化
施
設
の
整
備
、
充

実
に
努
め
、
地
域
文
化
の
向
上
及
び
、

創
造
発
展
を
図
る
た
め
、
歴
史
文

化
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
活
用
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
促
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
各
種
伝
統
芸
能
、

文
化
活
動
を
展
開
し
、
村
文
化
協

会

の
活
発
な
活
動
を
含
め
、
公
民

館
講
座
や
村
民
劇
場
、
ミ
ャ
ー
ク
ニ
ー

大
会
、
文
化
祭
、
ム
ラ
・
シ
マ
講
座
、

企
画
展
、
特
別
展
等

の
事
業
も
今

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
林
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に

つ
き
ま
し
て
は
、
ウ」
れ
ま
で
整

備
が
図
ら
れ
て
き
た
村
総
合
運
動

公
園
の
施
設
を
活
用
し
、
村
民
の

体
力
向
上
、
健
康
保
持
、
増
進
を
図

り
、
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す

る
と
と
も
に
、
明
る
く
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
生
き
が
い
の
あ
る
社

こ
れ
ま
で
平
成
十
五
年
度
の
基

本
姿
勢
と
主
要
施
策
を
申
し
述
べ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ア」
れ
を
執

行
す
る
た
め
の
当
初
予
算
と
し
て
、

一
般
会
計四

、
一
一九
二
、
一
三
八
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

一
、
二
二
五
、
九
二
九
千
円

水
道
事
業
特
別
会
計

〓
〓
三

、
三
二
八
千
円

老
人
保
険
特
別
会
計

一
、
三
四
〇
、
八
三
〇
千
円

総
額

七
、
一
一〇
〇
、
一
〇
三
千
円

を
提
案
し
て
お
り
、
そ
の
執
行
に

あ
た
り
ま
し
て
は
全
職
員
と

一
体

と
な

っ
て
、
尚

一
層
の
努
力
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
村

民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
平
成
十
五
年
度
の
提
案
事

項
の
説
明
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
二
月
六
日

今
帰
仁
村
長
　
仲

里
　
士
口
徳

本
村
に
は
、
国
指
定
史
跡

の
今

帰
仁
城
跡
と
天
然
記
念
物
の
諸
志

御
嶽
の
植
物
群
落
を
は
じ
め
、
県

指
定
八
件
、
村
指
定
七
件
の
遺
跡

や
有
形
、
無
形
民
俗
、
記
念
物
等
の

文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
文
化
財
に

つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
調
査
・整
備
・保
存
・

継
承
・発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

村
民
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

文
化
財
の
価
値
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
積
極
的
に
そ
の
整
備
を

促
進
し
、
ま
た
伝
承
者
養
成
の
推

進
を
図
り
、
地
域
文
化
の
創
造
に

寄
与
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。特

に
、
本
村

の
代
表
的
史
跡
で

あ
る
世
界
遺
産
の
今
帰
仁
城
跡
の

発
掘
調
査
を
進
め
、
城
壁
の
復
元
、

駐
車
場
の
整
備
等
の
事
業
を
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
北
部
特
別

振
興
対
策
事
業
に
伴
う
事
業
等
も

平
行
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

十一，中
会
の
形
成
に
努
め
、
村
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

て
日
常
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
入
れ
、
地
域
社
会
と
連
携
を

密
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
並
日

及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｏ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
い
て

Ｏ

文
化
財
の
調
査
・整
備
・保
存

継
承
・活
用
に
つ
い
て

O

お

わ

り

:こ



二
月
二
十

一
日
付
け
で
、
上
間

昭
子
今
帰
仁
保
育
所
所
長
、
崎
間

恵
子
図
書
館
司
書
の
二
人
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
問
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。

職
員
の
退
職
に
伴
い
、
四
月

一
日

付
け
で
二
人
の
職
員
を
採
用
し
、

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
職

員
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　
）
は
前
職

【議
会
事
務
局
】

〇
補
佐
兼
議
事
係
長
。新
里
幸
信

（保

険
予
防
課
長
補
佐
茉
保
健
衛
生
係
長
）

【総
務
課
】

○
総
務
係
長
・久
田
哲
史

（社
会
教
育

課
公
民
館
主
事
）

○
財
政
係
長
・与

那
嶺
敏
秋
（住
民
課
固
定
資
産
税
係
長
）

○
総
務
係
・島
袋
す
が
（新
採
用
）

○
出
納
室
長
・
上
間
美
昭
（議
会
事
務

局
長
補
佐
兼
議
事
係
長
）

【企
画
振
興
課
】

〇
補
佐
兼
企
画
係
長
・与
那
嶺
悟

（経

済
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）

○
企
画

係
。新
川
毅
（保
険
予
防
課
保
健
衛
生
係
）

○
む
ら
づ
く
り
係
・
我
那
覇
隆
文

（福

祉
課
国
民
年
金
係
）

○
む
ら
づ
く
り

係
・久
田
友
也
（経
済
課
農
政
係
）

【住
民
課
】

Ｏ
固
定
資
産
税
係
長
・立
津
剛
志

（経

済
課
水
産
林
業
係
長
）

【保
険
予
防
課
】

○
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
・金
城

一
男

（建
設
課
長
補
佐
兼
水
道
業
務
係
長
）

○
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・島
袋

輝
也

（社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教

育
係
長
）

○
国
民
健
康
保
険
係
・嶺

井
潤
（経
済
課
農
政
係
）

【福
祉
課
】

Ｏ
児
童
福
祉
係
長
・名
嘉
山
良
英

（建

設
課
港
務
係
長
）

○
福
祉
怪
‐国
民
年

金
」。儀
保
ル
ミ
子
（企
画
振
興
課
む
ら

づ
く
り
係
）

【経
済
課
】

Ｏ
補
佐
兼
農
政
係
長
・諸
喜
田
茂
政
（企

画
振
興
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
）

○
農
政
係
。宮
里
政
有

（保
険
予
防
課

国
民
健
康
保
険
係
）

○
水
産
林
業
係

長
・仲
里
生
男
（建
設
課
管
理
係
長
）

【建
設
課
】

○
北
部
振
興
対
策
係
長
・山
城
義
光
（学

校
教
育
課
学
校
施
設
係
長
）

○
管
理

係
長
・
田
港
朝
津

（社
会
教
育
課
文
化

財
係
長
）

○
港
務
係
長
・島
袋
寛
（保

険
予
防
課
介
護
保
険
係
長
）

○
土
木

建
築
係
・与
那
嶺
進
　
○
補
佐
兼
水
道

業
務
係
長
・仲
松
昇

（給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）

○
沖
縄
県

へ
出
向
・金
城
洋

之
（建
設
課
土
木
建
築
係
）

【学
校
教
育
課
】

○
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・大
城
あ
け
み

（出
納
室
長
）

○
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
員
・
平
安
名
梢

（仲
尾
次
保
育
所
書

記
兼
調
理
員
）

【社
会
教
育
課
】

○
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
・玉
城
昇
（総

務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

○
文
化

財
係
長
・営
山
清
巳
（総
務
課
財
政
係
長
）

○
文
化
財
係
・玉
城
靖
（新
採
用
）

○
公
民
館
主
事
。内
間
悦
子

（福
祉
課

児
童
福
祉
係
長
）

【仲
尾
次
保
育
所
】

Ｏ
主
任
保
育
士
・島
袋
順
子
（同
保
育
所
）

○
保
育
士
・上
原
美
香

（新
採
用
）

○
書
記
兼
調
理
員
。
西
平
多
美
子

（仲

宗
根
保
育
所
）

【中
央
保
育
所
】

○
所
長
・
運
天
智
子

（同
保
育
所
主
任

保
育
士
）

○
主
任
保
育
士
・崎
浜
保

美
（仲
尾
次
保
育
所
）

【仲
宗
根
保
育
所
】

Ｏ
保
育
士
・島
袋
千
賀
子

（今
帰
仁
保

育
所
）

○
書
記
兼
調
理
員
・
玉
城
英

子
（給
食
セ
ン
タ
ー
）

【今
帰
仁
保
育
所
】

○
所
長
・
玉
城
イ
チ
子

（中
央
保
育
所

所
長
）

○
保
育
士
・仲
松
ま
さ
み
（仲

宗
根
保
育
所
）

新
採

用

で
す

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

今
泊

・
越
地

・
天
底

区
長
代

わ
る

四
月

一
日
付
け
で
村
内
三
ヶ
字

の
区
長
が
代
わ
り
ま
し
た
。
今
泊

区
で
は
、
仲
本
要
さ
ん
か
ら
上
間

宏
明
さ
ん
（今
泊
三
五
七

一
）に
、
越

地
区
で
は
真
栄
田
義
隆
さ
ん
か
ら

仲
里
綾
子
さ
ん
（平
敷
二
九
四
‐
五
）

に
、
天
底
区
で
は
喜
屋
武
孝
子
さ

ん
か
ら
田
港
朝
彦
さ
ん
（天
底

一

三
全
Ｏ
に
そ
れ
ぞ
れ
代
わ
り
ま

し
た
。
一則
任
の
区
長
の
皆
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。
新
し
い
区
長
の

皆
さ
ん
に
村
民
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

村
役
場
で

人
事
異
動

0  0 0
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仲尾次保育所

上原美香さん

天底区

田港朝彦さん

社会教育課

玉城靖さん

総務課

島袋すがさん

越地区

仲里綾子さん

今泊区

上間宏明さん
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村
教
育
委
員
と
し
て
四
年
間
、

村
教
育
行
政
発
展
に
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
津
波
古
勇
さ
ん
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
四
月

一
日
付
け

で
諸
喜
田
ス
エ
子
さ
ん
（仲
宗
根
）

が
新
し
い
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
穴

春
季
軟
式
野
球
北
部
大
会
で
優
勝
し
、
一二
月

二
十
二
、
一
一十
二
日
、
石
垣
市
営
球
場
で
行
わ

れ
た
中
央
大
会
Ｂ
級
に
本
村
の
強
衰
チ
ー
ム

今
帰
仁
マ
リ
ー
ズ
が
出
場
し
た
。
　
　
　
　
　
一

一
、
二
回
戦
を
快
勝
し
、
決
勝
戦
に
進
出
し
た

・

マ
リ
ー
ズ
は
、
大
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
対

一
，

戦
、
０
対
０
で
迎
え
た
七
回
裏
、
喜
屋
武
貴
志

選
手
（天
底
）
ら
の
活
躍
な
ど
で
、
一
点
を
も
ざ

・

取
り
、
そ
の
後
大
城
泉
規
投
手
（平
敷
）が
踏
ん

張
り
、
一死
封
勝
利
で
優
勝
に
花
を
添
え
た
。　
　
一

主
将
を
務
め
る
大
城
投
手
は
「五
月
に
北
九

州
市

で
行
わ

れ
る
西
日
本

大
会

で
は
北

部
大
会
、
県
大

会

で
勝

っ
た

自
信
と
誇
り

を
持
っ
て

一
戦
、

一
戦
大
事

に

戦

っ
て
行
き

た
い
」と
話
し

て
い
た
。

い
こ
い
の
村
お
き
な
わ
杯
第
八

回
少
年
野
球
大
会
が
、
三
一月
二
十
日

か
ら
四
月
十
三
日
ま
で
の
五
日
間
、

い
こ
い
の
村
球
場
を
主
会
場
に
北

部
地
域
の
四
十
九
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

二
回
戦
か
ら
登
場
し
て
、
接
戦
を

制
し
て
き
た
本
村
の
天
底
ブ
ラ
ッ

ク
ス
§
口屋
武
悟
監
督
）が
決
勝
戦
に

進
出
。
宮
里
ブ
レ
ー
ブ
ス
（名
護
）に

海
の
安
全
を
願
い
、

村
民
に
マ
リ
／ヽイス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
体
験

し

て
も
ら
お

う

と

ホ

テ
ル

・
ベ
ル

パ

ラ
イ

ソ
が
主
催

し

て

四
月

一
日
村

で

初
め
て
の
「海
開
き
」

が
ウ

ッ
パ

マ
ビ

ー

チ
で
開
か
れ
た
。

仲

里
吉
徳

村

長

呵
才

が
「安
全
面
に
気
を

つ
け
て
、
風

光
明
媚
な
本
村
自
慢
の
海
水
浴
場

で
お
も
い
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ

つ
。

つ
づ
い
て
高

ら
か
に
海
開
き
を
宣
言
し
た
後
、

村
内
の
子
ど
も
た
ち
三
百
人
が
歓

声
を
上
げ
な
が
ら

一
斉
に
海
に
飛

び
込
ん
だ
。

ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
ホ

テ
ル
提
供
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
ド

リ
ン
ク
類
、
ド
ラ
ゴ
シ
ボ
ー
ト
な

ど
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
海
の
シ
ー

ズ
ン
の
幕
あ
け
と
な

っ
た
。

教
育
委
員
代
わ
る

今
孵
仁
？

諸喜田スエ子さん

学
校
指
導
主
事

に

富
城
達
也
先
生

村

で

初

め

て

の

「
海

開

き

」

ウ
ツ
パ
マ
ビ
ー
チ

玉
城
奎
先
生
の
東
江
小
学
校

へ

の
異
動
に
伴
い
、
四
月

一
日
付
け

で
宮
城
達
也
先
生
が
新
た
に
県
教

育
委
員
会
よ
り
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

宮城達也先生

▲沖縄―に輝いた今帰仁マリーズ
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▲浮き輪などで遊ぶ子どもたち

●
ミ
黒
要

蟄

一・一一

一一
■

垂塗
肩

▲九州大会に出場する天底ブラックス

三
回
三
点
を
奪
わ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ス
は
、
毎
回
出
塁
の
好
機
を
生
か
せ
ず
、
○

対
三
で
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
が
し
た
。
な
お
、
準
優
勝
し
た
同
テ
ー
ム
は
八
月

宮
崎
県
で
開
か
れ
る
全
九
州
学
童
軟
式
西
都
原
大
会

へ
推
薦
さ
れ
た
。

,言

‐
■  ri議彰 〕睦 拳
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き
よ
う
な
ら

わ
が
中
学
校

村
内
四
中
学
校
の
統
合
を
前
に

地
域
住
民
が
集
い
、
一二
月
二
十

二

日
今
帰
仁
中
学
校
、
一
一十
三
日
兼

次
中
学
校
と
湧
川
中
学
校
、
一
一十

九
日
古
宇
利
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ

れ
五
十
五
年
の
歴
史
を
閉
じ
、
消

え
る
母
校
に
別
れ
を
告
げ
る
廃
校

式
が
行
わ
れ
た
。

古
宇
利
中
学
校
（平
良
佳
恒
校
長
）

の
廃
校
式
で
は
、
昭
和
二
十
年
二

月
の
空
襲
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
当
時
の
古
宇
利
国
民
学
校

ぃ

“

綱

“

拍
④

騒
陣

曝

“

●

村
内
四
中
学
校
で
廃
校
式

高
等
科
卒
業
生
二

十
人
に
、
五
十
八

年
ぶ
り
に
卒
業
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
た
与
那
嶺
猛
さ
ん
（天
底
）は
、
卒
業
式

の
予
定
だ

っ
た
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
三
日
の
朝
を
振
り

返
り
な
が
ら
「他
界
し
た
十
人
の
友
と
こ
の
喜
び
を
分
か
ち

合
え
な
い
の
は
無
念
」と
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
あ
い
さ
つ

し
た
。

ま
た
、
式
で
は
歌
手
の
夏
川
り
み
さ
ん
が
登
場
。
現
在
大

ヒ
ッ
ト
中
の
曲
「涙
そ
う
そ
う
」を
歌
い
、
四
月
か
ら
船
で
本

島
の
中
学
校
に
通
う
生
徒
ら
を
激
励
し
た
。

▲国民学校の卒業式が行われた古宇利中学校

▲地域の伝統芸能「路次楽」を披露した湧川中学校

▲全員による校歌ダンスで幕を閉じた兼次中学校 ▲55年の歴史を展示した今帰仁中学校
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▲ユーモラスな旧湧川中PTAの余興「いにしり節」

村
内
児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、

四
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
七
日
に
開

校
し
た
新
今
帰
仁
中
学
校
の
開
校
を

祝
う
、
式
典
と
祝
賀
会
が
四
月
十
二

日
、
同
校
と
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
。

式
典
に
は
全
校
生
徒
の
ほ
か
村
、

県
、
教
育
関
係
者
ら
が
出
席

「沖
縄

の
風
土
に
あ

っ
た
赤
瓦
屋
根
に
、
最

新
の
設
備
が
整

っ
た
素
晴
ら
し
い
校

舎
で
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

学
習
で
き
る
」
と
あ
ら
た
め
て
開
校
を
喜
ん
だ
。

式
典
に
続
き
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
は
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
開
校
準
備
委
員
長
の

謝
花
弘
さ
ん
（渡
喜
仁
）
が
喜
び
を
か
み
し
め
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
話
や
経
過
を
話
し
、

舞
台
で
は
旧
四
中
学
校
の
父
母
た

ち
が
楽
し
い
余
興
を
披
露
し
て
、

新
し
い
学
校
の
門
出
を
盛
大
に
祝
っ

た
。

▲生徒を代表してあいさつする

山城公太郎君と大嶺結子さん



平成 14年度のあき家入居候補者の有効期間が平成 15年 6月 30
日をもって終了します。
つきましては、平成15年度のあき家入居候補者を次の要領で募

集します。
あき家入居候孝l,者 とは

あき家入居候補者とは、有効期間の 1年以内にあき家が生じた場
合に入居できるという制度で、あき家が出ない場合には、無効にな
ります。

申込方法

(1)受付期間及び場所
☆平成 15年 6月 2日 (月 )か ら同年 6月 帝6日 (月 )ま で

ただし、募集定員に満たない場合、随時受付けます。
☆午前 9時 から年後 5時 までの間、総務課で受付けています。

ただし、上、日、祝祭日は休みとなっていますので御了承下さい。

(2)提 出する書類

①住宅入居申込書

②所得を証明するもの (平成 14年 1月 ～12月 までの 1年分)

③納税証明書 ④扶養証明書 ⑤住民票謄本 (世帯全部の写 し)

⑥その他
*②所得を証明するものについては、同居する (村営住宅に入居
しようとする)も のの中で、耳8歳以上の方は全員必要です。

申込資格

次のすべてに該当する方に限ります。

(1)現 に同居 し、又は同居 しようとする親族 (婚姻届を出してな
いが事実上婚姻関係と同様の事情にある者、その他婚姻の予約者
を含む)があること。

(2)月 収額 (同 居親族の合算 した所得)が次に定められた基準以
下であること。

①入居者親族の過去 1年間における所得金額の合計から定め
られた金額を控除した額を12月 で除した計算後の所得月収額
が20万円以下であること。

(3)現 に住宅に困窮していることが明らかな者であること

(4)本籍又は、申込日現在以前に 6カ 月以上住所を有する者
選考方法

(1)書類審査及び実態調査を行い、募集戸数を越える場合は申し
込み者を集めて抽選を行う。

有効期間 (あ き家入居候補者として登録される期間)

平成 15年 7月 1日 から平成 16年 6月 30日 まで

*詳 しいことは、村役場総務課 までお問い合わせ下 さい。
金 56--2101

●勢理客団地
●勢理害第2回地
●謝名団地
●山岳団地
●五城団地

1戸

]戸
1戸

2戸
2戸

募集戸数
●湧川団地     1戸
0天底団地     2戸
●◆帰仁団地 (平敷)2戸
●兼次団地     1戸
●与那嶺団地    1戸

柑営住宅にあき家が発生した場eの
▲                ▲

・・ A居憬補者募簾のお細らせ・・
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自動車税の納付期「員は6.月 2日です

納期限をお忘ヤliな く、納期内に納めましょう |
お問い合わせ           _
自動 車 税 事・務(所 イELイ 998(3ヤ0)1627
軽自動車税は役場べ TEL 56-2102

①今帰仁城跡及び関連遺産環境整備事業の
清掃作業員

{平成 15年度沖縄県

作業内容 :清掃作業 ン ソ 草刈機使用)

集

務 地

間

給

合わせ

:60才

:5月 中

910円
:社

募

勤

期

時

間 しヽ

特別事業 |

8月 末(前期)

文化財係 56-3201

平成 15年度

狂六病子賄注射のお知らせ
狂犬病は、犬をはじめ、人間を含めた多くの動物も感染し、発病

すると100%死 んでしまう怖い病気です。狂犬病からあなたの犬

や家族を守るため、生涯 1回の登録と毎年 1回の狂犬病予防注射
を受けましょう。

日程表
場所 :各字公民館

移 種 月 日 掌 怖 時 F日月 字  名

5月 22日 (木 ) 午 前 9:0(l-9:40 今    泊

年 前 9:50-マ 10:15 兼 狂

午 高110:25^シ 10:50 諸    志

年 前 11:00‐′11:25 与   引ほ  宿

午 前 11:35-12:00 仲 尾 次

午 後 1:O ll-1:30 崎 山

午 後 1 : 40- 2 : 05 平    敷

午 後 2 1 15～  2 :40 地

午 後 2:5(l‐ 3:15 謝    名

午 後 3125～ 3:50 玉    城

午 後 4:00～ 4i25 呉  我  山

5月 23日 (令 ) 午 前 9:00‐V9:40 湧    川

午 前 9150～ 10115
午 前 10125～ 10:50 3 J早  客

午 前 H:00～ H:25 運    天

午 言111:35ヽ マ12:00 天

午 後 1:30-1:55 渡 喜 仁
午 後 2:05～ 2:55 仲  宗  根

古宇利及びモレ犬

料金表
手 数 料 の種 類 料  金

狂犬病予防注射済票交付手数料 550円

犬 の狂 大 妬 予 防 注 射 手 数 料 2,450円

合 計 3,000円

※まだ、4録を済ませていない方は登録手数料が必要です。

犬の登録手数料   3,000円 (生涯 1回 )

お問い合せ:今帰仁村役場 保険予防課(役場庁舎内)

TEL 56-2101(代表)

キ孝不重月日 実施時間 実施場所

6月 26日 (木 ) 午 前 9:00-9130 今 泊 公 民 館

午 前 9:40～ 10:00 与 那 嶺 公 民館
午 前 10,10～ 10:途 0 仲 宗 根 公 民 館

午 前 1015(l‐ 1́1:10 天 底 公 民 館

午 前 H:20～ H:50 湧 川 公 民 館
〒 1資 14:00‐ ′14:40 古 宇 利 公 民 館

②
宣曇星

村道路等ク
ィァ

ン
雷著?市摂作華

(平成15年度沖縄
F緊

急禅域雇甲倉ll出 特F!声業, 、|  | .

作業内容:清掃作業(チ ェンソ
と、草メu機使用)

募 1  集:60才未満  |
勤

―
務 地 :今帰仁村内

期  i 間:5月申旬γ9月末(前期)

峙  ・ 給:910円 ―

問い合わせ:建設課 管理係 56-2255
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村に1よ皆様の様々な悩みにお答え

するための相談窓口があります。

相談は無料で秘密は背られます。

お気軽にこ相談ください。
◎法律相談

(相談員)玉城嵩男 弁護士

と き 平成 15年 5月 21日 (水 )

10時～ 15時

ところ 村コミュニティセンター

◎行政相談

(相談員)新垣 侃
TEL56-3148

と き 平成 15年 5月 28日 (水 )

10時～ 15時

ところ 村コミュニティセンター

5月 19日 (月 )～ 5月 25日 (日 )

年金や保険などあなたの身近な苦情、要望を受け付けます。

人権擁護委員の日
全国人権擁護委員連合会では、6月 1日 を「人権擁護委

員の日」と定め、沖縄県人権擁護委員連合会においても、

この日を中心として皆さんとともに一層の人権思想の啓

発に努めることとしております。

あなたの街には村長から推薦されて、法務大臣が委嘱

した次の人権擁護委員がお ります。人権擁護委員はあな

たの街の相談パー トナーです。人権についてのお困 りご

とがあれば、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

◎人権相談

(相談員)地元人権擁護委員

島 袋 輝 志 雄  TEL56-3224

謝 花  勝 子 にL56-2716

三 輪  茂 穂 TEL56-2183

諸喜田スエ子 TEL56-2127

保健師
だより操伍法をはじめてみませんがP

今
帰
仁
村
で
は
平
成
十
二
年

度
よ
り
、
個
人
で
気
軽
に
出
来

る
健
康
法
を
普
及
さ
せ
る
目
的

で
操
体
法
教
室
を
実
施
し
、
参

加
者
か
ら
ご
好
評
を
得
て
い
ま

す
。平

成
十

一
年
度
よ
り
始
ま

っ

た
保
健
推
進
員
育
成
教
室
の
中

で
操
林
法
を
取
り
上
げ
、
教
室

を
終
了
後
も

「操
体
法
を
続
け

た
い
」
と
の
声
が
出
た
こ
と
が

き

っ
か
け
と
な
り
教
室
が
始
ま

り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
沖
縄
各
地
で
操
体

法
の
普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
る

金
城
芳
子
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
全
十
回
、
十
七
名
が
教
室

に
参
加
。

受
講
生
か
ら
は

「一肩
こ
り
が

軽
減
し
た
」
、

「操
体
法
を
始
め

て
か
ら
腰
痛
が

一
度
も
無
い
」
、

「操
体
を
始
め
て
か
ら
痛
み
が

和
ら
ぎ
、
湿
布
を
使
わ
な
く
な
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。教

室
終
了
後
も
毎
月
第
二
金

曜
日
に
自
主
研
修
を
開
催
。
ま

た
、
受
講
生
が
中
心
と
な

っ
て

「ゆ
い
ま
―
る
健
康
づ
く
り
事
業
」

や
健
康
ま
つ
り
の
時
に
操
体
法

の
指
導
を
行
い
、
地
域
で
操
体

法
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
も
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

操
体
法
と
は
？

「操
体
法
」
は
、
仙
台
市
の

医
師
で
あ
る
橋
本
敬
三
氏
の
創

案
に
よ
る
運
動
療
法
で
す
。
腹

式
呼
吸
を
基
本
に
、
ゆ

っ
く
り

と
体
を
屈
伸
さ
せ
た
り
、
ひ
ね
っ

た
り
す
る
柔
軟
運
動
の
こ
と
で
、

特
に
中
高
年
に
多
い
腰
や
膝
の

痛
み
、
一肩
こ
り
、
全
身
の
疲
れ

や
痛
み
を
と
る
体
操
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

(日 程一覧)
▲操体法教室の様子

時 間 :午前 10時～ 12時

場 所 :今帰仁村保健センター

講 師 :金城芳子氏

対象者 :操体法に関心があり、全 10回を

通しての受講が可能な方

受講料 :無料

*当 日は運動しやすい服装で午前 9時半までにお越 し下さい。

お申し込み、お問い合わせは村保健センター (電話 56-1234)ま で。

第 1回 5月 9日 (金 ) 第 6回 7月 11日 (金 )

第 2回 5月 23日 (金 ) 第 7回 7月 25日 (金 )

第 3回 6月 13日 (金 ) 第 8回 8月 8日 (金 )

第 4回 6月 20日 (金 ) 第 9回 9月 5日 (金 )

第 5回 6月 27日 (金 ) 第 10回 9月 19日 (金 )
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5 月/皐月

ごと相談 (1&30～ 1&制 コミセン)●法律相談 (1$ω■&冊 コミセン)

ア

●ポリオ (1多 30～ ) (西地区)

●おもちゃ図書館 000～ 1200コ ミセン) (4ヽ 4・ 16:30～ ) ― る

や

スヾケットクリニ ク 民体育館 )

(8100～ )

●ゆいま―る (与那嶺) (8,30～ 11:30)

ごと相談 (1830～ 1&30コ ミセン) 日本脳炎 (幼 ,1多 30～ )

と相談 (1欲 30～ 1630コ ミセン)

コミセン

3 16130～
●操体法教室 (lι 00～ 保健センター)

コミセン
(13:30～ )

ミゼロクリー

(/う●おもちゃ (9:00～ 12,00コ ミセン) 日本脳炎 (ヤ功・1多 30～ )

(8:00～ ) もちゃ図書館 徹00～ 12Ю Oコ ミセン)

●健康相談 (&30～ ■30)

ソ フ テ ニ ス

('月 /水無月いま―る

16:30コ ミセン フ

り″ヽビリ ぶれあいスポーツ大会 ●ソデイカ漁禁漁
いま―

まヽ―る (今泊) (8:30～ 11:30)

日本脳炎 12:30～ ) ゆいま―る (与那嶺)

ハビリ
PTAバ レーボール大会 と相談 (1330～ 1630コ ミセン)

ク

まヽ―る (12:30～ )

ゆいま―る (運天) もちゃ図書館 (9ЮO～ lZ00コ ミセン)

く、_ブ

21水
22木
23金
24土
25日
26月
27火
23水
29木
30金

31土

日

月

火

水

木

金

土

１

２

３

４

５

６

７

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

Ｏ
饒
平
名
盛
子
さ
ん
（本
部
町
伊
豆
味

一
三
八
八
）よ
り
母
、
大

城
カ
メ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
仲
宗
根
千
代
さ
ん
貧
（我
山
四
〇
三
）よ
り
夫
、
幸
盛
様
の
香

典
返
し
と
し
て
五
万
円

Ｏ
立
津
ツ
ル
さ
ん
（仲
宗
根
三
二
四
上

）よ
り
夫
、
政
範
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
上
間
房
子
さ
ん
（今
泊
三
〇
九
七
）よ
り
夫
、
元
栄
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

○
営
山
フ
ミ
さ
ん
（越
地
九
二
）
よ
り
母
、
ウ
メ
様
の
香
典
返

し
と
し
て
十
万
円

〇
嘉
陽
ナ

ヘ
さ
ん
（呉
我
山
三
二
）
よ
り
夫
、
を不
勇
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日

目

田

■

蘊賞 。言語障害者用「メール¬可口番」
の運用について

警察では、聴覚・言語障害音が事件、事故に遭つた場合に携帯電話から直接「メー

ル110醤」にメールすることで警察へ通報され、現場にすぐにパ トカーが臨場出来る

ようになりました。メールはイタズラ等を防ぐために障害者に直接教えることになつ

ています。相談は聴覚障害者協会等関係団体か警察に相談して下さしL

運用開始は平成 15年 4月 10日 (木)～

～5月は赤十字社員増強運動月間～
―すべての人々に人間の尊厳を一

赤十字運動国際テーマ

日本赤十年社沖縄県支部今帰仁村分区

今帰仁村役場・福祉課

お問い合わせ 56・4電 日9

■



今
帰
仁
村
の

新
し
い
教
育
の

歴
史
が
ス
タ
ー
ト

村
内
各
小
、
中
学
校
で
入
学
式

村
内
五
つ
の
小
学
校
と
新
生
今
帰

仁
中
学
校
第

一
回
目
の
入
学
式
が

四
月
七
、
八
の
両
日
行
わ
れ
小
学

生
九
十

一
人
、
中
学
生
百
二
十
九

人
が
新
し
い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
切

っ
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
真
新
し
い
校
舎
で
入

学
式
を
行

っ
た
今
帰
仁
中
学
校
（渡
久

地
健
校
長
）で
は
、
す
で
に
新
今
帰
仁
中

の
生
徒
と
な

っ
た
二
、
一二
年
生
三
百
八

十
五
人
や
多
勢
の
父
母
ら
が
見
守
る
中
、

一
人
ひ
と
り
新
入
生
の
名
前
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
と
、
元
気
よ
く
返
事
を
し
て

入
学
の
実
感
を
か
み
し
め
て
い
た
。

r

新
入
生
を
代
表
し
た
兼
次
小

学
校
卒
業
生
の
玉
城
亜
里
沙

さ
ん
は
「統
合
中
学
校
最
初

の
入
学
生
と
し
て
、
先
輩
と

協
力
し
素
晴
ら
し
い
学
校
に

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
た
。

入
学
式
の
前
日
（七
日
）に
は

開
校
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

旧
中
学
校
四
人
の
代
表
生
徒

や
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
山
城
清
光
教
育
長

か
ら
渡
久
地
健
校
長

へ
、
新

し
く
制
定
さ
れ
た
校
旗
が
手

渡
さ
れ
、
始
業
式
を
行

っ
た
。

F

,
春

▲129名が入学した今帰仁中学校

▲女の子だけ5名が入学、湧川小学校

▲乙羽山

▲生バンドで入場 した天底小学校

―キツツキ科一

海岸の防風林から山地まで、一年中見られる留鳥。
「ギィー」と鳴き、木から木へと忙しく移動し、クモ、

昆虫類を採食する。

キツツキの仲間では、最も小型。背は黒褐色で白い

横斑があり、雌雄ほぽ同色で雄の後頭部左右に赤色羽
がある。

私たちと同じで (?)北海道のコゲラより沖縄のコ

ゲラは色が黒くなります。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

‘
ユ
　
Ｔ

垂

一

工
■
■
ｒ
ｉ
ｔ

日園
日
翻
”Ｅ

Ｅ
″

理
硬

奎璽藝一一口一
【　‐‐

“
暉

1雲 |

霞

一一

Ｅ
ア
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芍

攀

オ
学

♂

発 イ

シリ■ズ今婦は班 ち⑫

コゲラ
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